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大
会
は
渡
辺
副
委
員
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
で
は
じ
ま
り
、
議

長
に
小
泉
慶
起
代
議
員
（
首
都

圏
・
水
戸
）
、
副
議
長
に
松
本

康
平
代
議
員
（
首
都
圏
・
大
宮
）

が
選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
伊
藤
委
員

長
が
３
点
に
わ
た
り
挨
拶
を
し

（
別
掲
参
照
）
、
来
賓
の
国
労

弁
護
団
・
海
渡
先
生
・
福
田
先

生
は
安
保
法
制
問
題
、
ア
ス
ベ

ス
ト
裁
判
、
参
議
院
議
員
選
挙

と
政
治
情
勢
な
ど
の
報
告
を
さ

れ
、
国
労
本
部
・
宮
﨑
委
員
長

か
ら
は
、
組
織
強
化
拡
大
や
Ｔ

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
を
使
っ
た
情
報
伝
達

な
ど
に
ふ
れ
た
あ
い
さ
つ
を
受

け
ま
し
た
。

経
過
報
告
・
方
針
提
案
・
財

政
報
告
・
予
算
案
提
案
が
お
こ

な
わ
れ
、
昼
食
休
憩
を
挟
ん
で

経
過
・
方
針
一
括
で
11
名
の
代

議
員
か
ら
発
言
を
受
け
ま
し
た
。

発
言
で
は
組
織
拡
大
・
ロ
ー

カ
ル
線
問
題
・
安
全
へ
の
取
り

組
み
・
要
員
不
足
・
26
春
闘
・

職
場
代
表
者
選
挙
・
機
関
整
備

な
ど
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
意
見
を
Ｊ
Ｒ

東
日
本
へ
の
申
し
入
れ
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
後
、
役
員
改
選
と
新
役

員
あ
い
さ
つ
、
ス
ト
権
一
票
投

票
で
ス
ト
権
が
確
立
さ
れ
、
最

後
に
、
伊
藤
委
員
長
の
団
結
が

ん
ば
ろ
う
で
大
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

議長
首都圏・小泉代議員

副議長
首都圏・松本(康)代議員

２
地
本
体
制
で
運
動
の
躍
進
と

組
織
強
化
を
進
め
よ
う
！

国
労
東
日
本
本
部
は
、
８
月
24
日
に
第
39
回
定
期
大
会
を
東
京
・
新
橋

交
通
ビ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
組
織
・
運
動
を
次
世
代
に
繋
ぐ
た
め
の
組
織
整
備
が
７
月

に
さ
れ
、
２
地
本
体
制
が
発
足
し
初
め
て
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
号
は
、
大
会
特
集
号
【
そ
の
１
】
と
し
て
報
告
し
ま
す
。

第
39
回
定
期
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
執
行
委
員

会
を
代
表
し
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

１
点
目
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
進
め
る
施
策
と
、
安

全
・
安
定
輸
送
を
求
め
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
今
年
５
月
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー

プ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
た
新
た
な
組
織
と
働
き

方
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

組
織
改
正
で
は
、
本
部
・
支
社
を
な
く
し
て
、
本

社
の
下
に
36
の
事
業
本
部
を
設
置
し
、
「
非
現
業
」

と
「
現
業
」
の
「
当
た
り
前
」
を
超
え
て
、
地
域
密

着
の
事
業
運
営
に
移
行
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
新
た
な
人
事
・
賃
金
制
度
を
提
案
。
こ

れ
ま
で
の
基
本
給
を
、
成
果
主
義
・
能
力
主
義
が
色

濃
く
反
映
さ
れ
た
「
職
務
能
力
給
」
に
改
め
る
と
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
求
め
て
き
た
労
働
時
間
の
短

縮
や
定
年
延
長
、
第
二
基
本
給
の
廃
止
な
ど
の
改
善

が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
待
遇
改
善
の
記
載
は
な

く
、
グ
ル
ー
プ
社
員
の
待
遇
改
善
を
求
め
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
、

８
月
19
日
に
は
、
第
１
回
交
渉
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
諸
課
題
の
改
善
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
グ
ル
ー
プ
会
社
・
協
力
会
社
の
制
度
実
態

を
把
握
し
、
労
働
条
件
改
善
に
向
け
た
出
向
社
員
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご

協
力
を
要
請
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
７
月
１
日
に
は
新
た
な
グ
ル
ー
プ
経
営

ビ
ジ
ョ
ン
「
勇
翔
２
０
３
４
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

達
成
に
向
け
て
は
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
の
削
減
も
想
定

さ
れ
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
か
ら
自
動
運
転
化
に
向
け
た

動
き
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
、
系
統
・

会
社
を
超
え
た
「
融
合
と
連
携
」
が
進
む
も
の
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

聖
域
な
き
コ
ス
ト
削
減
の
一
方
で
増
大
す
る
相
次

ぐ
事
故
、
輪
軸
組
み
立
て
作
業
に
お
け
る
デ
ー
タ
問

題
や
、
委
託
事
業
及
び
補
助
金
事
業
に
関
す
る
不
正

請
求
な
ど
、
企
業
の
信
頼
、
グ
ル
ー
プ
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
労
東
日
本
は
「
安
全
と

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
許
さ
な
い
」
立
場
で
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
問
題
提
起
を
し
て
い
き
ま
す
。

２
点
目
は
組
織
問
題
に
つ
い
て
で
す
。

９
地
方
本
部
体
制
か
ら
２
地
方
本
部
体
制
へ
移
行

後
初
め
て
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
組
織
の
コ
ン
パ

ク
ト
化
に
向
け
た
第
一
歩
で
す
。
国
鉄
世
代
が
Ｊ
Ｒ

世
代
に
責
任
を
持
ち
、
過
度
な
負
担
を
さ
せ
る
こ
と

な
く
組
織
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
組
織
の
「
選
択
と

集
中
」
の
観
点
か
ら
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

当
面
、
東
日
本
本
部
と
し
て
は
、
点
在
す
る
Ｊ
Ｒ

世
代
組
合
員
の
つ
な
が
り
強
化
の
観
点
か
ら
Ｊ
Ｒ
東

日
本
所
属
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
所
属
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
所
属
の
組

合
員
ご
と
に
勉
強
会
・
交
流
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
周
り
に
い
る
仲
間
が
何
に
悩
み
、
不
満
を

持
っ
て
い
る
か
話
し
て
み
る
。
一
緒
に
参
加
し
て
み

る
。
一
人
ひ
と
り
の
Ｊ
Ｒ
世
代
の
組
合
員
が
労
働
運

動
を
体
現
す
る
中
か
ら
労
働
組
合
の
必
要
性
を
再
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

３
点
目
は
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
で
す
。

第
27
回
参
議
院
選
挙
で
、
自
民
党
・
公
明
党
の
惨

敗
に
よ
り
参
議
院
に
お
い
て
も
少
数
与
党
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
自
・
公
、
国
民
民
主
、
維
新
の
会

な
ど
の
「
改
憲
勢
力
」
で
は
３
分
の
２
を
超
え
る
状

況
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
排
外
主
義
・
極
右

的
潮
流
の
参
政
党
が
議
席
を
獲
得
。
あ
る
映
画
監
督

は
「
『
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
』
が
響
い
た
人
々
の
生

活
は
お
そ
ら
く
苦
し
い
」
と
分
析
を
し
て
い
ま
す
。

戦
後
80
年
目
と
な
る
今
年
の
広
島
平
和
式
典
で
湯

崎
知
事
は
「
核
抑
止
論
」
に
対
し
「
『
相
手
が
核
兵

器
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
我
々
も
持
た
な
く
て
は
い

け
な
い
』
と
い
う
考
え
は
ま
さ
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
ま

し
た
。
「
武
力
で
平
和
は
作
れ
な
い
」
「
平
和
学
習
」

を
引
き
続
き
積
み
重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
他
に
も
物
価
高
騰
で
の
継
続
し
た
賃
上
げ
を

求
め
る
26
春
闘
の
取
り
組
み
や
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線

の
問
題
な
ど
、
重
要
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
と
な
り
ま
す
が
、
今
大
会
は
、
新
た
な

機
関
整
備
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
節
目
の
大
会
で
あ
り

ま
す
。
代
議
員
各
位
の
真
摯
な
討
論
を
要
請
し
挨
拶

と
し
ま
す
。

（
全
文
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

安
全
と
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
は
許
さ
な
い
！
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・
宮
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和
孝

　

・
畠
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健
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慶
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・
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峻
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・
宮
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隆
司

定
数
　 

名
10

東
日
本
本
部
委
員

主催：東日本本部・首都圏地方本部

皇居１周の部・２周の部１１ ２２

詳しくは各地方・地区本部へ
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木村 洋希
執行委員

中村 健太郎
執行副委員長

飯田 智士
執行委員

竹内 康裕
執行委員

【
執
行
委
員
長
】

伊
藤

隆
夫

【再
】

【
執
行
副
委
員
長
】

渡
辺

信
之

【再
】

中
村

賢
太
郎
【新
】

【
書
記
長
】

武
田

幸
喜

【再
】

【
執
行
委
員
】

常
盤

達
雄

【再
】

中
谷

慎
一

【再
】

木
村

洋
希

【新
】

飯
田

智
士

【新
】

竹
内

康
裕

【新
】

【
会
計
監
査
員
】

飯
島

英
樹

【再
】

矢
部

雄
一

【再
】

2021年・第35回定期大会から
執行委員を２期４年務めました。

2017年・第31回定期大会から執行
委員を３期６年、2023年・第37回
定期大会から執行副委員長を１期
２年務めました。

退
任
役
員

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

東日本本部
顧問弁護団　　

海渡 雄一 弁護士
福田 　護 弁護士

関東交運労協 ＪＲ東日本労働組合 ＪＥＳＳ－Ｕ

宮﨑 浩則 委員長 【　　　　　】【　　】国労
本部

【　　】国労
会館

菊池 忠志 専務佐藤 正幸 専務理事

ありがとうございました

アベニール
株式会社　　【　　　　　】


